
汽
史
料
紹
介
睡

文
書
の
裏
を
打
つ

　
　
　
　
　
一
長
野
県
木
曾
郡
王
滝
村
御
嶽
神
社
・
滝
家
所
蔵

「
代
々
許
状
写
」

の
翻
刻
と
紹
介
－

　
　
　
　
　
山
本
英
二

　
文
書
の
裏
を
打
つ
行
為
、
裏
打
ち
と
は
、
破
損
の
激
し
い

古
文
書
の
紙
背
、
つ
ま
り
裏
面
に
紙
を
貼
っ
て
補
強
す
る
こ

と
で
あ
る
。
裏
打
ち
は
、
大
切
な
権
利
証
文
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
の
保
存
・
修
復
で
あ
っ
て
、
文
書
調
査
で
は
ご

く
当
た
り
前
に
目
に
す
る
か
ら
、
研
究
上
は
と
り
た
て
て
気

に
す
る
こ
と
．
は
な
い
。

　
し
か
し
裏
打
ち
が
、
あ
る
権
利
関
係
の
確
認
や
許
認
可
に

関
わ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
行
為
に
は

一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
二
〇
〇
六
年
か
ら
信
州
大
学
人
文
学
部
日
本
史
・
日
本
文

学
分
野
で
は
、
長
野
県
木
曾
郡
王
滝
村
御
嶽
神
社
・
世
家
の

土伊

T
調
査
を
お
こ
な
い
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
御
嶽
神

社
・
長
家
は
、
御
嶽
登
山
の
拠
点
で
あ
る
王
滝
口
の
神
職
で
、

戦
国
期
か
ら
の
古
文
書
や
祭
文
類
を
所
蔵
し
て
い
る
。

　
調
査
の
過
程
で
目
に
し
た
史
料
に
「
代
々
許
状
写
」
（
史

料
2
）
が
あ
る
。
許
状
と
は
、
神
道
裁
許
状
の
こ
と
で
、
江

戸
時
代
の
神
職
が
、
身
分
保
証
の
た
め
に
本
所
で
あ
る
堂
上

公
家
の
吉
田
家
か
ら
発
給
し
て
も
ら
っ
た
免
許
状
で
あ
る
。

歴
代
滝
家
の
当
主
が
受
給
し
た
裁
許
状
の
写
し
を
ま
と
め
た

文
書
が
「
代
々
許
状
写
」
で
あ
る
。
内
容
年
代
は
、
慶
長
十

八
～
天
保
三
年
2
六
一
三
～
一
八
＝
、
二
）
ま
で
だ
が
、
宝

暦
五
年
（
一
七
五
五
）
か
ら
あ
と
は
逐
次
書
き
足
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
今
回
は
、
享
保
年
間
ま
で
を
翻
刻
し
た
。

　
文
書
は
、
信
州
木
曾
王
滝
差
響
権
現
祠
官
滝
重
治
が
慶
長

十
八
年
に
獲
得
し
た
裁
許
状
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
裁
許
状
に

裏
打
ち
が
施
さ
れ
た
事
情
が
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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史料1　慶畏18年神丘裁許状

そ
れ
に
よ
れ
は
、
宝
暦
五
年
二
月
二
十
六
日
、
滝
家
か
「
御

本
所
様
」
舅
吉
田
家
当
主
に
裁
許
伏
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
襲

い
文
書
て
大
切
な
も
の
て
あ
る
か
ら
と
吉
田
家
か
直
々
に
裏

打
ち
を
施
し
、
三
日
後
の
二
十
九
日
、
家
老
の
鈴
鹿
信
懸
守

・
鈴
鹿
周
防
守
を
通
じ
て
「
御
広
間
」
に
お
い
て
返
却
さ
れ

た
。
そ
の
際
、
先
祖
か
ら
有
り
来
た
る
通
り
、
大
切
に
神
職

と
し
て
の
役
目
を
勤
め
る
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
た
。
実
際
に

竜
家
に
残
る
実
物
を
見
る
と
、
折
目
の
一
ヶ
所
を
補
強
し
た

う
え
で
、
料
紙
全
体
に
裏
打
ち
を
施
し
た
形
跡
か
確
認
で
き

る
。　
宝
暦
五
年
は
、
滝
左
京
丞
重
晴
が
、
父
右
京
進
重
矩
に
伴

わ
れ
て
上
京
し
、
神
道
裁
許
状
を
受
け
た
時
に
あ
た
る
。
裁

許
に
際
し
て
先
祖
の
裁
許
状
か
な
け
れ
は
、
新
た
に
裁
許
か

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
の
て
、
滝
家
は
わ
ざ
わ

ざ
慶
長
の
裁
許
状
を
京
都
ま
で
は
る
は
る
持
参
し
た
の
で
あ

る
。　
問
題
は
裁
許
状
の
内
容
で
あ
る
。
本
文
（
史
料
1
・
写

真
）
を
見
る
と
、
滝
重
冶
の
官
名
が
「
右
衛
門
府
」
と
な
つ
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て
い
る
。
こ
れ
は
「
右
衛
門
尉
」
が
正
し
い
。
ま
た
発
給
者

の
署
名
す
る
肩
書
が
「
神
道
官
領
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
「
神
道
管
領
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
姓

（
駅
家
は
藤
原
姓
）
が
記
さ
れ
て
い
な
い
、
慶
長
の
裁
許
状

が
最
初
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
例
の
旨
に
任
せ
て
与

え
た
と
す
る
文
章
が
あ
る
な
ど
、
い
さ
さ
か
不
審
な
箇
所
が

目
に
つ
く
。
た
だ
信
州
は
、
天
正
末
年
か
ら
神
道
裁
許
状
が

確
認
で
き
、
全
国
的
に
も
早
い
時
期
か
ら
吉
田
家
が
神
職
の

編
成
を
進
め
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
慶

長
ま
で
は
裁
許
状
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
く
わ
え
て
真
偽
不

詳
の
文
書
も
多
い
た
め
、
書
式
の
検
討
は
簡
単
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
改
め
て
「
代
々
許
状
写
」
所
収
の
文
書
を
み
て
い

く
と
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
滝
小
兵
衛
が
、
曾
祖
父
重

治
以
来
中
絶
し
て
い
た
裁
許
状
の
獲
得
を
、
尾
張
藩
木
曾
福

嶋
寺
社
奉
行
所
に
願
い
出
て
い
る
。
そ
し
て
翌
八
年
正
月
、

小
兵
衛
の
息
子
重
次
が
丹
波
守
を
受
領
し
、
風
折
鳥
帽
子
・

狩
衣
の
装
束
着
用
免
許
の
裁
許
状
を
得
て
い
る
。
つ
い
で
享

保
十
五
～
十
八
年
（
一
七
三
〇
～
三
三
）
に
か
け
て
、
滝
丹

波
重
次
の
老
齢
を
理
由
に
、
孫
佐
内
重
矩
が
裁
許
状
の
獲
得

を
願
い
出
て
、
享
保
十
八
年
正
月
に
右
京
進
の
官
名
と
装
束

免
許
、
そ
れ
に
中
臣
祓
な
ど
各
種
祝
詞
も
受
け
て
い
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
享
保
七
年
当
時
の
当
主
が
小
兵
衛
を
名

乗
り
、
受
領
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
と

き
ま
で
滝
壺
は
、
吉
田
家
か
ら
裁
許
状
を
受
け
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
世
の
御
嶽
神
社
は
、
王
滝
座

王
（
蔵
王
）
権
現
を
名
乗
る
よ
う
に
、
山
伏
・
修
験
ら
の
影

響
が
強
く
、
こ
れ
は
信
州
全
体
の
特
徴
で
も
あ
る
。
だ
と
す

れ
ば
神
社
の
本
所
で
あ
る
吉
田
家
よ
り
も
、
修
験
の
当
山
派

（
醍
醐
寺
）
も
し
く
は
本
山
派
（
聖
護
院
）
か
ら
の
編
成
を

受
け
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
修
験
の
配

下
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

　
と
す
る
と
吉
田
家
に
属
さ
な
い
地
方
の
有
力
神
社
で
あ
る

が
ゆ
え
に
裁
許
を
受
け
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
も
有
力
だ
が
、

受
領
名
を
持
た
な
い
こ
と
や
周
辺
に
滝
家
配
下
の
神
社
の
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
可
能
性
は
低
い
。
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や
は
り
享
保
～
宝
暦
期
、
十
八
世
紀
に
な
り
、
よ
う
や
く

吉
田
家
の
配
下
に
属
す
る
神
職
身
分
へ
と
砂
丘
が
編
成
さ
れ

る
過
程
で
、
近
世
初
頭
か
ら
代
々
神
職
で
あ
る
こ
と
の
象
徴

と
し
て
慶
長
の
裁
許
状
は
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ち
な
み
に
御
嶽
山
黒
沢
口
の
神
職
武
居
家
は
、
寛
永

期
に
吉
田
家
か
ら
裁
許
状
を
受
け
た
形
跡
が
あ
る
。

　
十
八
世
紀
、
わ
け
て
も
宝
暦
期
は
、
木
曾
谷
に
と
っ
て
、

ま
た
本
所
の
吉
田
家
に
と
っ
て
も
画
期
で
あ
る
。
木
曾
谷
で

は
、
尾
張
藩
に
よ
っ
て
地
誌
編
纂
事
業
が
進
め
ら
れ
、
宝
暦

七
年
（
一
七
五
七
）
、
書
物
奉
行
松
平
君
山
に
よ
り
「
吉
蘇

志
略
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
で
は
、
並
家
の
古
文

書
は
慶
長
年
中
に
回
禄
に
あ
っ
て
鳥
有
に
帰
し
た
こ
と
、
つ

ま
り
火
事
で
焼
失
し
た
と
記
す
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
木
曾

谷
で
は
、
地
誌
編
纂
を
契
機
に
神
職
や
上
層
農
民
の
問
に
、

由
緒
と
い
う
伝
統
意
識
が
明
確
と
な
っ
て
い
く
。

　
い
っ
ぽ
う
吉
田
家
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
宝
暦
期
に
は
神
祇

伯
白
川
家
の
配
下
神
職
が
増
加
し
、
吉
田
・
白
川
の
神
職
本

所
の
競
争
が
激
化
し
た
時
期
に
当
た
る
。
白
川
家
は
、
そ
れ

ま
で
吉
田
家
配
下
だ
っ
た
神
職
だ
け
で
な
く
、
百
姓
身
分
で

神
社
を
管
理
す
る
に
過
ぎ
な
い
者
や
、
宮
座
、
都
市
の
下
層

宗
教
者
ま
で
も
対
象
に
し
て
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
享
保
期
以
降
、
急
速
に
神
職
身
分
意

識
を
明
確
に
し
て
い
く
結
目
は
、
吉
田
家
を
本
所
に
仰
ぐ
こ

と
で
権
威
付
け
を
図
っ
た
。
そ
の
際
、
滝
家
の
神
職
と
し
て

の
象
徴
・
根
拠
を
慶
長
の
裁
許
状
に
求
め
た
。
い
っ
ぽ
う
神

祇
与
島
並
家
と
の
競
合
関
係
に
あ
っ
た
吉
田
家
は
、
配
下
の

神
職
と
の
本
所
関
係
の
維
持
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
吉

田
家
は
、
滝
家
の
裁
許
状
を
裏
打
ち
す
る
こ
と
で
、
旧
来
か

ら
配
下
で
あ
っ
た
神
職
と
の
関
係
を
確
認
・
強
化
し
よ
う
と

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
裏
打
さ
れ
た
裁
許
状

の
授
受
が
「
御
広
間
」
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
裁
許
状
の
裏
打
ち
と
は
、
滝

家
と
吉
田
家
双
方
に
よ
る
、
暗
黙
の
了
解
の
う
ち
に
お
こ
な

わ
れ
た
政
治
行
為
な
の
で
あ
る
。

　
こ
う
仮
定
す
る
と
、
御
嶽
信
仰
に
お
け
る
中
核
と
し
て
の

神
職
三
家
は
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
確

（4）



立
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
見
解
は
、
戦
国

期
に
は
す
で
に
身
分
や
地
位
を
確
立
さ
せ
て
い
た
と
み
る
従

来
の
見
解
と
は
相
反
す
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、

御
嶽
神
社
・
滝
家
文
書
の
悉
皆
調
査
に
よ
り
、
近
世
に
お
け

る
御
嶽
信
仰
の
実
像
を
再
検
討
し
て
い
く
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。

本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
最
初
の
一
歩
で
あ
る
。

四
文
献
】

生
駒
勘
七
『
御
嶽
の
歴
史
』
（
木
曾
御
嶽
教
会
、
一
九
六
六
年
）
。

宮
田
登
『
宮
田
登
日
本
を
語
る
　
一
四
　
海
と
山
の
民
俗
』
（
吉
川
弘
文
館
、

　
　
二
〇
〇
七
年
）
。

山
本
英
二
「
尾
張
藩
の
歴
史
編
纂
事
業
と
木
曾
の
百
姓
控
山
」
（
徳
川
林
政

　
　
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
第
二
六
号
、
一
九
九
二
年
）
。

井
上
智
勝
『
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
。

四
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
〇
六
～
〇
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤

研
究
A
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
手
法
に
よ
る
地
域
社
会
の
活
性
化
」
（
課
題
番

号
一
八
二
〇
三
〇
二
九
　
研
究
代
表
・
村
山
研
一
）
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

（5）



四
翻
刻
】
長
野
県
木
曾
郡
王
滝
村
御
嶽
神
社
・
滝
家
文
書

史
料
1
　
慶
長
十
八
年
神
道
裁
許
状

信
州
木
曾
王
瀧
座
王

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
尉
〕

権
現
祠
官
瀧
右
衛
門
府

重
治
、
任
先
例
之
旨
、
可
勤

神
役
者
、

神
道
裁
許
之
状
如
件
、

　
慶
長
拾
八
年
二
月
五
日

　
　
〔
管
〕

神
道
官
領
長
上
ト
部
朝
臣
（
印
）

史
料
2
　
代
々
御
許
志
野

（
表
紙
）

「　
代
々
御
許
状
写

全

」

（
花
押
）

信
州
木
曾
王
瀧

座
王
権
現
祠
官

　
　
　
　
〔
尉
〕

瀧
右
衛
門
府
重
治
、

任
先
例
之
旨
、
可

勤
神
役
者
、

神
道
裁
許
之
状

如
件
、

　
慶
長
拾
八
年
二
月
五
日

　
　
〔
管
〕

神
道
官
領
長
上
ト
部

　
　
　
〔
治
か
〕

朝
臣
兼
敬

右
之
一
通
、
宝
暦
五
年
亥
二
月
廿
六
日
、
御
本
所
様
御
一
覧
被
為

遊
、
古
キ
物
御
大
切
二
被
思
召
、
直
二
御
本
所
様
二
而
御
裏
打
被

遊
、
同
廿
九
日
、
御
家
老
鈴
鹿
信
濃
守
様
・
鈴
鹿
周
防
守
様
御
両

人
御
出
被
遊
、
於
御
広
間
二
御
渡
シ
被
下
置
候
、
神
役
瀧
右
衛
門

〔
尉
〕

府
之
通
、
如
有
来
大
切
二
可
勤
旨
被
仰
渡
候
、

（6）



　
　
　
乍
恐
奉
願
口
上
覚

当
村
蝋
様
小
兵
衛
、
曾
祖
父
右
衛
門
尉
6
受
領
仕
、
神
職
相

勤
申
候
処
、
夫
6
以
来
代
々
神
職
者
相
続
産
湯
得
共
、
受
領

之
出
獄
中
絶
仕
候
、
依
之
、
小
兵
衛
儀
、
自
力
を
以
、
何
と

ぞ
受
領
を
も
仕
度
旨
奉
願
候
、
村
中
共
同
様
二
観
音
候
間
、

　
〔
早
〕

乍
軽
被
為
面
構
分
、
小
兵
衛
願
之
通
、
御
免
被
遊
士
下
置
旧

ハ
・
、
骨
導
奉
存
候
、
以
上
、

　
寅
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
桜
江
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
　
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
所
与
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
所
祢
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
兵
衛

　
　
寺
社

　
　
　
　
御
奉
行
所

右
之
通
、
御
役
所
へ
差
出
申
候
、

乍
恐
差
上
申
一
札
之
事

、
当
村
御
嶽
山
座
王
権
現
祢
宜
瀧
小
兵
衛
、
留
役
相
勤
来

候
、
祖
父
瀧
右
衛
門
尉
官
位
仕
候
後
、
中
絶
仕
候
故
、
受

領
仕
度
由
、
年
来
之
大
望
故
、
福
嶋
宿
寺
社
奉
行
所
由
申

達
候
所
、
心
次
第
致
申
様
二
と
被
極
出
、
然
上
山
登
申
候
、

此
小
兵
衛
出
願
候
通
、
被
為
　
仰
付
可
直
下
候
、
若
自
今

以
後
不
作
法
・
違
背
之
儀
等
有
之
、
及
貰
聞
被
為
遊
走

ハ
・
、
拙
者
共
方
へ
被
仰
付
下
被
湿
掻
、
何
分
二
も
御
差

図
次
第
畜
産
候
、
為
後
日
如
斯
二
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
尾
張
領
信
州
筑
摩
郡
木
曾
王
瀧
村

　
享
保
八
礫
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
彦
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
所
与
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
郎
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
兵
衛

右
之
通
、
小
兵
衛
上
京
之
節
、
寺
社
御
奉
行
所
江
御
窺
、
吉
田
殿

へ
庄
屋
・
与
頭
印
形
二
而
差
遣
ス
、

信
州
筑
摩
郡
木
曾
王
瀧
村

座
王
権
現
之
祠
官
瀧

丹
波
守
藤
原
重
次
、
任

先
例
、
神
事
参
勤

之
時
、
可
着
風
折
烏

帽
子
・
狩
衣
者
、

神
道
裁
許
書
状
仕
官
、

享
保
八
揆
年
正
月
廿
四
日

　
　
　
9

神
祇
管
領
長
上
従
二
位

卜
部
朝
臣

　
　
奉
願
口
上
覚

一、

草
J
祢
宜
丹
波
、
年
罷
寄
祢
宜
役
相
十
重
申
二
付
、
孫

佐
内
二
向
後
祢
宜
役
相
勤
さ
せ
申
候
様
二
、
村
中
奉
願
候
、

　
右
御
願
申
上
候
通
、

　
ハ
・
、
難
有
無
存
候
、
以
上
、

　
　
享
保
十
五
年

　
　
　
　
　
戌
正
月

　
　
福
嶋
寺
社

　
　
　
　
　
　
御
奉
行
所

右
之
通
、
御
役
所
へ
差
出
申
候
、

向
後
祢
宜
役
佐
内
二
被
仰
付
被
下
候

王
孫
村
庄
や
彦
　
　
八

　
　
　
乍
恐
奉
願
口
上
覚

、
当
村
祢
宜
佐
内
儀
、
上
京
仕
官
仕
度
由
相
願
申
候
、
勿

論
困
窮
村
之
儀
二
御
座
候
へ
者
、
手
伝
仕
候
義
ハ
不
罷
成

候
へ
共
、
左
内
自
力
を
以
、
受
領
仕
度
由
二
御
座
挟
間
、

奉
願
候
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
・
、
難
有
奉
燈
候
、
尤
奉

願
候
通
御
免
被
遊
被
下
候
ハ
・
、
来
正
月
中
二
上
京
仕
度

心
懸
二
御
座
候
、
以
上
、

　
享
保
十
七
年
　
　
　
　
　
　
　
王
瀧
村
庄
屋

　
　
　
　
子
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
右
衛
門

　
寺
社

（8）



右
者
、

　
御
奉
行
所

佐
内
願
差
上
ケ
申
候
、

　
　
乍
思
差
上
申
一
札
之
事

、
当
村
御
嶽
山
座
王
権
現
祢
宜
瀧
佐
内
、
神
役
相
勤
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
祖
脱
力
〕

先
祖
瀧
右
衛
門
尉
任
官
仕
候
而
、
父
丹
波
守
迄
代
々
御
願

申
上
受
領
仕
、
神
社
相
勤
来
候
、
依
之
、
此
度
佐
内
義
受

領
仕
、
神
役
相
勤
申
度
奉
願
候
故
、
福
嶋
寺
社
御
奉
行
所

江
申
達
候
所
二
、
勝
手
次
第
仕
候
様
二
与
被
仰
出
罷
登
申

候
、
右
佐
内
奉
願
候
通
被
為
　
仰
付
可
被
画
嚢
、
若
自
今

以
後
無
作
法
・
違
背
之
義
等
有
之
、
及
御
重
被
腰
弱
候
ハ

・
、
拙
者
共
方
へ
被
仰
付
可
被
下
候
、
何
分
二
も
御
差
図

次
第
二
可
仕
候
、
為
後
日
如
此
二
御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
尾
張
領
信
州
筑
摩
郡
木
曾
王
二
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

享
保
十
八
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
彦
右
衛
門

　
　
　
癸
丑
正
月
　
　
　
　
　
　
　
同
所
与
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
左
衛
門

右
転
通
、
印
形
二
て
吉
田
様
へ
佐
内
持
参
貴
姉
、

信
州
筑
摩
締
木
曾
王
盛
儀

藩
王
権
現
之
祠
官
瀧

右
京
進
藤
原
重
矩
、
任

〔
先
〕
生
例
、
神
事
参
勤
二

時
、
三
栄
風
折
鳥
帽
子
・

狩
衣
者
、

神
道
裁
許
之
状
如
件
、

　
享
保
十
八
礫
四
二
月
十
一
日

神
祇
管
領
長
上
従
三
位
行

侍
従
卜
部
朝
臣
兼
雄

同同同

署
左
衛
門

伝
　
　
七

彦
兵
衛

（9）



前
後
　
　
　
　
奉
願
御
事

一、

p
目
之
御
裁
許
状
、
右
京
進
藤
原
重
矩
、

一、

ﾘ
綿
手
縄
・
千
早
・
掛
緒
・
笏
・
沓
、

一、

・
b
祓
・
六
根
清
浄
太
田
・
三
種
太
祓
・
日
月
拝
・
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
司
ニ
ゴ
目
〕

　
所
作
次
第
・
祈
雨
祝
戸
・
参
詣
次
第
・
地
鎮
次
第
、

　
右
之
通
奉
願
候
、
宜
御
披
露
可
被
下
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
州
木
曾
王
瀧
座
王
権
現
祠
官

　
享
保
十
八
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
佐
内
印
形

　
　
　
　
二
月
六
日

　
御
本
所
様

　
　
　
　
　
御
役
人
中

右
型
通
、
御
取
次
善
八
殿
へ
懸
御
目
、
御
本
所
様
β
願
之
訳
書
付

を
喧
嘩
願
候
面
こ
と
被
仰
出
、
右
之
品
々
書
付
差
出
シ
、
廃
藩
仰

付
候
、

信
州
筑
摩
郡
木
曾
王
瀧
村
蔵
王
権
現
之
祠
官
瀧
右
京
、
此
度

御
許
状
為
願
上
京
二
付
、
証
文
之
趣
令
承
知
、
有
相
調
候
、

以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
鹿
信
濃
守

　
二
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
鹿
能
登
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
鹿
左
京
亮

　
　
　
　
　
　
松
原
彦
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
六
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
忠
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
伝
　
七
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
彦
兵
衛
殿

右
之
御
返
札
ハ
、
村
方
6
差
出
被
遣
被
下
候
御
百
里
、

飛
札
令
披
閲
候
、
先
以
弥
無
慈
神
役
勤
仕
之
旨
珍
重
存
候
、

当
地
別
条
無
軽
爆
、
馴
者
、
本
所
御
家
皇
儲
御
婚
礼
之
発
御

祝
儀
、
金
子
弐
百
疋
被
上
之
、
則
遂
披
露
候
処
、
遠
境
厚
情

之
至
御
満
悦
之
事
二
候
、
猶
期
後
音
之
時
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
鹿
信
濃
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
鹿
能
登
守

　
七
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
鹿
左
京
亮

（10）



宮
田
因
幡
殿

瀧
　
丹
波
殿

芳
墨
致
披
閲
候
、
先
以
弥
御
無
異
御
勤
之
旨
珍
重
存
候
、
今

般
御
家
続
且
御
婚
礼
之
為
御
祝
儀
、
遠
境
御
飛
札
、
殊
金
子

弐
百
疋
被
上
之
、
則
遂
披
露
、
御
厚
志
之
程
御
満
悦
之
御
沙

汰
二
候
、
其
外
銘
々
へ
御
祝
儀
、
是
又
相
達
申
候
、
猶
期
後

喜
之
時
候
、
恐
憧
謹
言
、

　
七
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
善
八

　
　
　
　
宮
田
因
幡
様

　
　
　
　
瀧
　
丹
波
様

　
　
（
受
稿
日
　
2
0
0
7
・
1
0
・
1
5

　
　
　
掲
載
決
定
日
　
2
0
0
7
・
1
0
・
1
5
）

（
や
ま
も
と
・
え
い
じ
／
信
州
大
学
人
文
学
部
）
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